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１１月５日（土）午前９時より行われた町の津波土砂避難訓練に呼応して、津波の心配のない石神台

では、土砂災害を想定し、黄旗掲出の安否確認の訓練が行われました。

その結果について、日高防災部長から次のような報告と感想が寄せられました。

① 訓練の前提は、大雨や台風などで土砂災害警戒区域の斜面崩

落を想定し、「いっとき避難所」の各公園には土砂崩落で避難す

ることが出来ず、「指定緊急避難所」の公民館に直接避難するこ

とを想定した安否確認の訓練としました。その上で各街区役員の

方々には、各戸の黄旗掲出状況を確認し、その結果（安否確認調

査表）を会館本部まで持参してもらうことにしました。

② 公民館から遠い街区は、本部まで距離があり、持参するのに

苦労されたようです。

③ 当日都合の悪く提出ができない役員の代わりに、近所の方が代理提出した街区もありました。こ

の行為は、実際の発災時には非常に重要と感じ入

りました。

④ 提出時、持参された街区役委員に、担当街

区の「いっとき避難所」を口頭で質問しました。

ほとんどの方が正しく認識されていました。す

ばらしい…。

⑤ また、中央公園は、水道山に近く土砂災害

警戒区域であるため、大雨、台風の際の「いっ

とき避難所」としてはふさわしくないと認識さ

れていました。

⑥ 黄旗掲出率は、良好とは言えませんが地震

災害とは、別の災害を想定しての訓練で意義が

あったと思います。（以上）

各家庭では緊急無線速報があってからどんな対応が取られましたか。

５０％、半分以上が行動を取られたということは大変なことだと思

います。ご協力に感謝します。

（当日の黄旗掲出と本部写真）
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